
 

お知らせ(修正) 

【科目】法職演習(数的処理②)「判断推理」と「資料解釈」25fy_2金3 601 教員；杉山 務  

参考： http://faculty.hakuoh.ac.jp/ip/ 

【授業内容】  

 「判断推理」 

第１回：オリエンテーション，簡単な足慣らしの問         9/21 

第２回：第１章 1集合2命題 第２章 3対応関係＜p12～83＞       9/28 

第３回：第２章 4順序関係  5位置関係  6試合の勝敗 7発言推理＜p84～162＞  10/ 5 

第４回：第３章 8数量関係，9操作の手順 第４章 10暗号，11規則性＜p166～242＞ 10/12 

第５回：実力テスト１ 第１～４章 集合と命題，文章，数量条件 暗号と規則性＜p12～242＞10/19 

第６回：12平面構成，13平面分割，14移動・回転・軌跡，15折り紙＜p246～329＞ 11/ 1 

第７回：16位相と経路，17方位と位置，18立体構成，19正多面体＜p330～395＞  11/ 8 

第８回：20展開図，21投影図，22立体の切断・回転・結合＜p396～465＞   11/15 

第９回：実力テスト２ 第５～６章 平面図形，空間図形＜p246～465＞    11/22                                                                                                                                         

「資料解釈」 

第10回：第１章「数表」 1実数・割合，2指数・構成比，3増加率＜p278～347＞   11/29 

第11回：第２章「グラフ」 4実数・割合，5指数・構成比，6増加率＜p348～425＞ 12/6 

第12回：第３章「特殊な問題」 7度数分布，8統計・相関，9その他＜p428～482＞ 12/13 

第13回：実力テスト３ 第１～３章 数表，グラフ，特殊な問題＜p278～482＞  12/20 

第14回：総合確認テスト 判断推理及び資料解釈          1/10 

第15回：判断推理・資料解釈のまとめ            1/24 

第XVI回：定期試験                1/31 

【評価】 若干の変更可能性あり 

各回の確認テスト（４０分８問）10回（30％）実力テスト（６０分１２問）3回（30％） 

定期試験（６０分２０問）（30％） 貢献（10％） 

【授業形態・方法】状況により変更の可能性あり 

  (1) 前回のフィードバック，必要に応じ不得手な問題を解説，確認テストの後に行う。 

  (2) 確認テスト（40分8問）：実力テスト（60分12問） 

   ※ 確認は１問10点又は15点，実力は１問10点又は5点（どれが10点かは運） 

    出題難易度は，**までを原則とする。 

実力，定期の問題は既出も含む。選択肢や数値の変更があり，問題箇所に改を表示  

   ※ 制限時間５秒前からカウント開始の時計利用 時間経過後は解答を訂正等しない 

    「自分を律する」ことが重要 公務員は誘惑が多いが打ち勝たなければならない 

   (3) 確認：質疑及び授業感想，その他 

【ハンドアウト】 

① このお知らせ  足慣らしの問題  自己紹介用紙：本名に加え，フィードバック用に使用するニック

ネーム（2～5文字）も記載 

 

【オリエンテーション】 

 自己紹介：氏名，希望職種，意気込み，ガクチカ，ニックネーム 

 問題について「見る，読む，理解する，分かる，できる」を目指す 

 出題者の意図を推理し，読取り，正解を導き出す。誤字や誤記は許容範囲の場合が多い。 

 答案は，しっかりと読み易いように自信をもって書く。薄くて消えそうなものは，低い評価 

 答案の記載方法；枠の中，下半分に記載，修正は横線で消し上部の空欄に記載 

 出題は，テキストからだが，状況によりアレンジ又はテキスト外の問題の場合もある。 

 評価においては，最高点に比例した換算点を採用する可能性あり。 

 「下手の考え休むに似たり」良い解法が見つからないのに，いくら時間を掛けても無駄 

 数的だけできてもダメで多方面の努力を希望する 

 なお，特段の事情があって出席できない場合は，応相談 


